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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
 6:50 ～  8:15

 9:25 ～ 10:50

12:30 ～ 13:55

15:10 ～ 16:35

18:25 ～ 19:50

20:05 ～ 21:30
ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2020年10月24日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる がるるる世界とつながる！がががるるるる！世界とつながる！るるる世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
 7:20 ～  8:40

 9:00 ～ 10:15

11:40 ～ 13:00

14:35 ～ 15:55

17:20 ～ 18:45

20:40 ～ 22:00

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2020年3月1日～2020年3月28日
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境
港
市
観
光
協
会
は
、
第
14
回
妖
怪
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
の

大
賞
を
「
継
ぎ
手
な
く 

消
え
る
田
嘆
く 

泥
田
坊(

の
ん
き

ミ
ッ
キ
ー)

」
に
決
定
。
同
大
賞
を
含
む
「
十
傑
」、「
小
・

中
学
生
の
部
ト
ッ
プ
10
」、「
境
港
市
観
光
協
会
会
長 

桝
田

知
身
が
選
ぶ
マ
イ
ベ
ス
ト
テ
ン
」
を
、
２
月
21
日
に
境
み
な

と
・
オ
ア
シ
ス(

大
正
町
、
み
な
と
さ
か
い
交
流
館
２
階)

で

発
表
し
ま
し
た
。

スタッフがコンテストの結果をパネルで紹介 ⓒ水木プロ

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
昨

年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
３
カ
月
間
、「
第
14

回
『
妖
怪
川
柳
』
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
。
47
都
道
府
県

全
て
か
ら
応
募
が
あ
り
、
７

０
４
８
句
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
作
品
数
は
第
９
回
、
第
13

回
に
次
い
で
３
番
目
に
多
く
、

応
募
者
の
最
年
少
は
６
歳
、

最
年
長
は
93
歳
で
す
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
妖
怪

を
お
題
と
し
た
川
柳
を
全
国

か
ら
募
集
す
る
も
の
で
、
今

回
も
世
相
や
流
行
を
鮮
や
か

に
切
り
取
り
、
風
刺
を
利
か

せ
た
作
品
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
８
人
の
選
考
委
員

が
「
十
傑
」
を
選
び
、
妖
怪

川
柳
大
賞
を
決
定
。更
に「
小

・
中
学
生
の
部
ト
ッ
プ
10
」

も
決
め
、
同
時
に
境
港
市
観

光
協
会
の
桝
田
知
身
会
長
が

マ
イ
ベ
ス
ト
テ
ン
を
選
び
ま

し
た
。

　
今
回
の
「
十
傑
」、「
小
・

中
学
生
の
部
ト
ッ
プ
10
」、

「
境
港
市
観
光
協
会
会
長
　

桝
田
知
身
が
選
ぶ
マ
イ
ベ
ス

ト
テ
ン
」
は
、
次
の
通
り
で

す
。

第14回「妖怪川柳」コンテスト
★境港市長賞
　金霊を 呼んで老後の 二千万　　　(らくちゃん)
★境港商工会議所会頭賞
　恋を知り 素直になった 天邪鬼　　　　　 (古子)
★水木しげるロード振興会会長賞
　困ったな 顔認証の のっぺらぼう　　　　(幸楽)
★境港市観光協会会長賞
　貧乏神 家族に迎え ワンチーム　　　(開き直り)
★水木しげる記念館館長賞
　二千万 大変ですねと 貧乏神　　(お前が言うか)
★名物料理を作る会会長賞
　段々と 覚になって いく夫婦　　　(さごじょう)
★ＳＡＮＫＯ夢みなとタワー館長賞
　古女房 雪女より なお冷たい　　　(鉄鼠の折々 )
★米子空港利用促進懇話会会長賞
　べとべとさん お先にお越しで オフサイド
　　　　　　　　　　　  (にわかラグビーファン)
★境港妖怪レーベル代表賞
　雪女 パリ協定に ハンコ押す　　　(中年やまめ)

● 金霊を 呼んで老後の 二千万　　  （らくちゃん）
● 継ぎ手なく 消える田嘆く 泥田坊（のんきミッキー）
● 貧乏神 家族に迎え ワンチーム　　  （開き直り）
● 二千万 大変ですねと 貧乏神　  （お前が言うか）
● 段々と 覚になって いく夫婦　　  （さごじょう）
● 加齢臭 枕返しも 寄りつかず  （だいちゃんＺ！）
● 三時代 つなぐ鬼太郎 ワンチーム（昭和・平成・令和）
● 返納は 免許証より  貧乏神　　　　　 （神頼み）
● 姑の 寿命を件に そっと聞く　　　  （長寿家系）
● 覚さえ 読めぬへそくり 隠し場所  （中年やまめ）

◆最優秀賞
　いつ終わる お母さんへの 天邪鬼　（さいしゅん）
◆雨女 体育の日だけ 来ていいよ　　　（きょうこ）
◆４時間目 お腹の悲鳴は ひだる神　　　（かっぱ）
◆学校へ 一反木綿で 行きたいな　（すみっこまや）
◆税率も プレスしてくれ 子泣き爺　　（ハヤブサ）
◆河童でも しないと忘れる 泳ぎ方（河童の川流れ）
◆にらめっこ けらけら女 すぐ負ける　　（ユッチ）
◆覚さん 僕の好きな子 内緒だよ　　　　（ユッチ）
◆見えぬ傷 言葉は刃 鎌鼬　　　　　　　（お牡蠣）
◆砂遊び 砂かけ婆と やりたいな　　　（ヒータン）
　　　　　　　　　　　 ※最優秀賞以外は順不同

十　傑 （妖怪川柳大賞を除く）十　傑 （妖怪川柳大賞を除く）十　傑 （妖怪川柳大賞を除く）

境港市観光協会会長・桝田知身が選ぶマイベストテン（順不同）

小・中学生の部 トップ10小・中学生の部 トップ10

ⓒ水木プロ

継
ぎ
手
な
く 

消
え
る
田
嘆
く 

泥
田
坊

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

妖
怪
川
柳
大
賞
決
ま
る

第14回

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
こ

れ
か
ら
企
業
の
一
員
と
し
て
、

ま
た
社
会
人
と
し
て
第
一
歩

を
踏
み
出
す
新
就
職
者
の
皆

様
を
祝
福
・
激
励
し
よ
う
と

「
新
就
職
者
激
励
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
同
激
励
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時

　
４
月
６
日
㈪

　
午
前

10
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

３
階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上

道
町)

対
象
者

　
会
員
事
業
所
に
採

用
さ
れ
た
新
規
学
卒
就
職
者

参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
総
務
課

(

☎
44
―
１
１
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　境港商工会議所は４月６日から２日間、「新入社
員セミナー」を開催します。
　同セミナーは、社会人としての心構え、ビジネスマ
ナーの基本、仕事に対する基本的な考え方・取り組み
方などについて実習を交えて習得するものです。
　セミナーのあらましは、次のとおり。
日　時　①４月６日㈪  午後１時～４時
　　　　②４月７日㈫  午前10時～午後４時
場　所　境港商工会議所 ３階 大ホール
対象者　会員事業所の新入社員・若手社員
　　　　（概ね入社５年まで）
受講料　5,500円
定　員　40人（定員になり次第締切）
講　師　大石信子氏(㈱ミントス・チーフインストラクター)
　　　　石田美佳氏（同社・ビジネスマナーインストラクター）
　申込方法など、詳しくは境港商工会議所相談課
にお問い合わせください。（☎44－１１１１）

若手社員の早期戦力化へ
境港商議所 新入社員セミナー

若手社員の早期戦力化へ
境港商議所 新入社員セミナー

新
社
会
人
を
応
援
し
ま
す
！

新
就
職
者
激
励
会

第
52
回 

絶滅を

 きいて河童も

　　うなだれる

（川
かわ

獺
うそ

）

　「かわうそ」が絶滅危惧種に指定され

た。絶滅した河童がそれを聞いてうなだ

れる。あわれを誘っておもしろい句にな

っている。

 選・桝田知身 



の総合専門店

（夢みなと公園内・夢みなとタワー隣）

定休日／水曜日（祝日は営業）　無料駐車場完備

境港市竹内団地259-2  TEL（0859）45-1111  FAX（0859）45-1122

安い！ 新鮮！
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　写真は1982年頃、私が23歳の時だったと思います。最終地点の赤
岳(2899ｍ)を目指して、3泊4日の行程で八ヶ岳連峰を縦走している途
中のことです。表情から察すると、おそらく初日に撮ったものだと思い
ます。
　この時、経験豊富な登山家でもあまり見ることのできない「ブロッケ
ン現象」に出会ったことを鮮明に覚えています。
　その当時は今と違い、服装も登山靴、厚手の毛糸ハイソックス、ニ
ッカポッカ、丈夫なシャツというスタイルが定番でした。ザックも軽金
属を使用した背負子(しょいこ)で、シュラフを含め20㎏以上を背負って
いました。
　山によってはキレットやクサリ
場など、危険な個所も多く、縦
走最終日になると髭も濃くなり、
体も汗臭くなっていたのを覚えて
います。
　「そんなにしてまで、よく登る
気になるね」と言われることもあ
りましたが、山頂から見る景色は
何物にも代えがたいものでした。
　結婚を機に宿泊する登山は止
めましたが、日帰り登山や山歩
きは現在も続けており、ここ数
年は趣味のカメラを加えた登山スタイルに変わっています。
　こちらに転勤が決まった時は、中国地方最高峰の大山登山を楽しみ
にしていました。ちなみに今まで３回の登頂をしています。関東に帰っ
た時、大山登山の感想を聞かれますが、「山頂の美しい山」と答えて
います。現在、大山は山頂の工事を行っており、それが済んだらまた
登ってみたいと思います。(談)

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 48

楽しみながら続ける山登り
境港商工会議所 議員  篠田 佳夫氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟の
写真をご紹介しています。今回は議員・篠田佳夫氏(マルコフーズ㈱・
代表取締役社長、61歳)の１枚です。

支援ソフトを使って足場仮設図面を作成す
る道田明常務＝道田建設

ち
ょ
っ
と拝 見

道 田 建 設

足
場
仮
設
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入

業
務
の
向
上
に
大
活
躍

　
仮
設
工
事
を
行
う
会
社
は
、

建
設
会
社
な
ど
か
ら
の
受
注

に
よ
り
、
工
事
を
行
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
必
要
な
図
面
は

発
注
先
が
作
成
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
受
注
し
た
会

社
が
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
同
社
は
外
注
に
出
す
こ
と

の
多
か
っ
た
図
面
作
成
を
自

社
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
大
変
な
時
間
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
図

面
作
成
が
半
日
程
度
か
か
り
、

大
き
な
構
造
物
の
図
面
に
は
、

３
日
か
ら
４
日
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
導
入
し
た
足
場
仮
設
計
画

支
援
ソ
フ
ト
は
、
足
場
の
図

面
が
短
時
間
で
作
成
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
平
図
面
や

八ヶ岳連峰に立つ篠田佳夫氏

　
㈲
道
田
建
設(

芝
町
、
道
田
利
明
社
長)

は
、
山
陰
両
県
の

住
宅
・
商
業
施
設
・
学
校
や
公
共
工
事
な
ど
の
仮
設
工
事(

足

場
工
事)

を
主
に
手
掛
け
、
地
域
に
根
付
い
た
地
元
建
設
業
と

し
て
安
定
し
た
受
注
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
こ
の
た

び
、
足
場
仮
設
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
で
業
務
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
社
の
道
田
明

常
務
に
事
業
展
開
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

立
図
面
、
部
材
数
量
ま
で
が

簡
単
に
素
早
く
算
出
で
き
、

建
物
の
外
形
を
入
力
し
た
ら
、

足
場
は
自
動
割
り
付
け
で
ほ

と
ん
ど
が
完
成
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

半
分
以
下
の
時
間
で
作
成
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
道
田
常
務
だ
け
が

扱
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

数
人
が
扱
え
る
よ
う
に
し
て
、

さ
ら
な
る
時
間
短
縮
を
目
指

し
ま
す
。

　「
当
社
の
現
場
を
取
り
仕

切
っ
て
い
る
職
長
が
こ
の
ソ

フ
ト
の
技
術
を
覚
え
る
こ
と

で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
事
務

所
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
働
き
方
の
改
善
も
念
頭

に
置
い
た
同
社
の
考
え
方
を

述
べ
る
道
田
常
務
。

　
ま
た
、「
今
後
は
施
工
の

発
注
書
を
も
と
に
、
し
っ
か

り
し
た
仮
設
計
画
書
を
作
っ

て
提
出
す
る
提
案
型
営
業
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
公
共
工
事
の

入
札
で
足
場
を
単
独
に
発
注

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
当
社
の
活
動
の
場
が

広
が
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
、
将
来
の
方
向

性
を
語
り
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
は
、
中
堅
社
員
セ

ミ
ナ
ー
を
３
月
に
東
部
・
中

部
・
西
部
で
開
催
し
ま
す
。

県
内
企
業
の
中
堅
社
員
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
に
、
部
下
指
導

力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向

上
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。

参
加
料
は
無
料
。

　
西
部
会
場
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

① 

成
果
を
創
る
！ 

リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
研
修

日
時
　
３
月
16
日
㈪
　
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

会
場
　
米
子
商
工
会
議
所 

７
階 

大
会
議
室
Ａ(

米
子
市

加
茂
町)

内
容

　
業
績
を
達
成
し
つ
つ
、

メ
ン
バ
ー
を
け
ん
引
す
る
リ

ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
の
ス
キ

ル
を
習
得

講
師
　
小
笹
剛
氏(

ユ
ミ
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス)

定
員
　
30
人(

先
着
順)

② 
部
下
指
導
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー

日
時
　
３
月
17
日
㈫
　
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

会
場
　
米
子
商
工
会
議
所 

７
階 

大
会
議
室
Ａ(

米
子
市

加
茂
町)

内
容
　
上
司
と
部
下
・
後
輩

の
接
点
と
し
て
、
業
務
を
円

滑
に
進
め
る
こ
と
の
で
き
る

考
え
方
と
能
力
を
習
得

講
師

　
池
上
由
美
氏(

ユ
ミ

・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

代
表)

定
員
　
30
人(

先
着
順)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

３
月
16
日・17
日  

中
堅
社
員
セ
ミ
ナ
ー
鳥  取  県

こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
を
作
る

　水木しげるロード沿いにある同店は、レコード・ＣＤやお土産、
プロパンガス、家電などを取り扱うお店です。
　「祖母の代まで伯州綿の栽培に携わっていたことから、弓浜絣や
伯州綿を身近に感じていました」と話す柏木社長。
　産・官・学・金連携の商品開発プロジェクト「伯州綿利活用研究会」
に参加し、要介護者向けの保温・保護用寝衣「寝ごころちゃん」の
商品開発や販売に関わったことをきっかけに、弓浜絣ワークショッ
プ(教室)を開催することになりました。
　柏木社長は「今回のワークショップは
第一弾。ゆくゆくは、ここに来れば弓
浜絣の様々な製品が見られる、という
ふうにしたいです」と今後の目標を話し
ました。
　講師を務める絣作家の中村さゆり先
生(絣音工房、上道町)は「自宅で綿を
育てたけれども、活用のしかたがわか
らない、という人もいらっしゃると思い
ます。ぜひ収穫した綿をお持ちください」
とアピール。
　同ワークショップは４月から６月にか
けて計３回の実施予定。募集人数は先着４名様です。第1回は、４
月22日(水)午前10時から12時まで、柏木商会第二事務所(京町7番
地)で行います。
　申込方法など、詳しくは同店(☎44－０６５１)にお問い合わせく
ださい。

　㈲柏木商会(松ヶ枝町、柏木徹社長)は、４月から弓浜絣ワー
クショップを開催します。今回の企業探訪は同店に登場してい
ただきます。

Part

43企業探訪企業探訪企業探訪
糸紡ぎから機織まで体験を

―  ㈲柏木商会  ―

弓浜絣ワークショップ開催

ワークショップに使用する綿と
道具を紹介する中村さゆり先生

2



鳥取県境港市竹内町769番地  ＴＥＬ45－0734 

あなたの街のでんきやさん

代表取締役社長 又　賀　航　一

境港市西工業団地100番地　 T E L  47－0303

NISSIN

株式会社 日 新

〒684－0075
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水産業界の最重要課題を分かりやすく
解説する原一郎氏＝境港商工会議所

おすすめメニューを紹
介する奥森隆夫社長

　
現
在
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

で
の
決
済
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

使
う
方
法
が
複
数
存
在
し
て

い
ま
す
。(
一
社)
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
は
、
国

内
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
個
別

に
発
行
し
て
い
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
規
格
を
統
一
し
て
一
つ

の
コ
ー
ド
「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」
に

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、「
特

許
等
無
料
相
談
会
」
を
毎
月

１
回
、
第
２
水
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。

　
最
近
、
お
店
の
場
所
や
内

容
の
情
報
を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

(

グ
ー
グ
ル)

マ
ッ
プ
で
検

索
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
外
国
人
観
光
客
の
便

利
ア
イ
テ
ム
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
社
は
、
こ

の
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
さ
ら

に
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
と
、

グ
ー
グ
ル
マ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
と
め
る
取
り
組
み
を
実
施

中
で
す
。

　
鳥
取
県
は
こ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
説
明
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
18
日
㈬
　
午
後

１
時
30
分
〜

　
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
の

調
査
や
特
許
、
商
標
、
意
匠

の
出
願
・
登
録
方
法
な
ど
、

様
々
な
ご
相
談
に
専
門
の
相

談
員
が
応
じ
ま
す(

秘
密
厳

守)

。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

開
催
日

　
▽
４
月
８
日
㈬
▽

５
月
13
日
㈬
▽
６
月
10
日
㈬

▽
７
月
８
日
㈬
▽
８
月
12
日

㈬
▽
９
月
９
日
㈬
▽
10
月
14

日
㈬
▽
11
月
11
日
㈬
▽
12
月

９
日
㈬
▽
１
月
13
日
㈬
▽
２

　
そ
こ
で
、
当
商
工
会
議
所

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
は
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活

用
し
て
、
お
店
の
Ｐ
Ｒ
に
役

場
所
　
エ
キ
パ
ル
倉
吉 

１

階 

多
目
的
ホ
ー
ル(

倉
吉
市

上
井)

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
す
る

状
況
に
よ
っ
て
は
、
急
き
ょ

中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
鳥
取
県
商
工
労
働

部
企
業
支
援
課(

☎
０
８
５

７
―
26
―
７
２
１
７)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
10
日
㈬
▽
３
月
10
日
㈬

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

　
境
港
商
工
会
議
所

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

予
約
制

　
前
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取

県
知
財
総
合
支
援
窓
口
か
ら

派
遣)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
３
月
３
日
㈫ 

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

２
階 

第
１
会
議
室(

境
港
市

上
道
町)

講
師

　
渡
邉
佑
亮
氏(

㈱
サ

ト
ラ
イ
ア
ル
説
明
会

３
月
18
日

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

お
店
の
Ｐ
Ｒ
に
最
適

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

3月3日

　
境
港
商
工
会
議
所
水
産
業

部
会
は(
一
社)

境
港
水
産
振

興
協
会
な
ど
と
と
も
に
、
原

一
郎
・
境
港
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ(

フ
ィ

ッ
シ
ュ)

大
使
を
迎
え
、水
産

講
演
会
を
２
月
18
日
に
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
最
大
持
続
生
産

量(

Ｍ
Ｓ
Ｙ)

に
よ
る
資
源

管
理
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　
原
氏
は
、
水
産
大
学
校
名

誉
教
授
で
、
も
う
か
る
漁
業

創
設
支
援
事
業
・
遠
旋
組
合

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

の
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
原
氏
は
ま
ず
、
Ｍ

Ｓ
Ｙ
管
理
に
至
る
国
際
的
背

景
と
し
て
「
１
９
８
２
年
に

国
連
海
洋
法
条
約
が
決
議

(

効
力
発
生
は
１
９
９
６
年)

さ
れ
、
長
期
的
に
持
続
可
能

な
最
大
生
産
量
を
実
現
す
べ

き
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
、
１

９
９
５
年
に
国
連
食
糧
農
業

機
関(

Ｆ
Ａ
Ｏ)

が『
責
任
あ
る

漁
業
の
た
め
の
行
動
規
範
』

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
こ

と
で
、
国
際
的
な
流
れ
が
で

き
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
１
９
９
６
年
に

「
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及

び
管
理
に
関
す
る
法
律(

Ｔ

Ａ
Ｃ
法)

」
を
制
定
し
て
、

漁
獲
の
上
限
を
定
め
る
Ｔ
Ａ

Ｃ(
漁
獲
可
能
量)

で
の
資

源
管
理
体
制
が
１
９
９
７
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
に

「
漁
業
法
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
」
が
成
立
し
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
法
を
漁
業
法
に
統
合

し
た
改
定
漁
業
法
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、「
Ｍ
Ｓ

Ｙ
の
実
現
、
目
標
管
理
基
準

値
、
限
界
管
理
基
準
値
を
決

め
る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
法
に
よ
り
水
産
庁
は
、

▽
長
期
間
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
最
大
の
平
均
漁
獲
量

を
Ｍ
Ｓ
Ｙ
と
し
、
こ
れ
を
目

標
管
理
基
準
値
と
す
る
こ
と

▽
こ
の
基
準
値
の
60
㌫
を
限

界
管
理
基
準
値
に
決
め
る
こ

と
▽
禁
漁
水
準
は
限
界
管
理

基
準
値
の
10
㌫
と
す
る
こ
と

―
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
水
産
庁
は
、
５
年
ご

と
の
見
直
し
と
、
異
変
が
生

じ
た
ら
速
や
か
に
対
処
す
る

順
応
的
な
生
態
系
管
理
の
下

で
の
持
続
的
利
用
を
図
る
こ

と
を
明
言
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
原
氏
は
、「
基
本

は
獲
り
な
が
ら
資
源
を
増
や

す
こ
と
、
そ
し
て
漁
業
者
な

ど
、
関
係
者
間
の
合
意
形
成

の
下
で
、
必
要
な
場
合
は
タ

イ
ム
リ
ー
な
見
直
し
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
複
雑
な
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
考
え
方

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
原
氏
の
講
演
は
、
参
加

者
一
同
が
よ
く
理
解
で
き
た

様
子
で
し
た
。

で
大
量
に
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、

質
は
他
に
は
負
け
ま
せ
ん
」

と
奥
森
社
長
は
ア
ピ
ー
ル
。

　
ま
た
、昨
年
５
月
に
は「
居

酒
屋(

海)

元
気
」
を
元
気

亭
。
隣
り
に
オ
ー
プ
ン
。
ア

カ
モ
ク
を
使
っ
た
「
神
の
海

藻
ピ
ザ
」
な
ど
、
他
に
無
い

も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
「
地
元
を
大
切
に
、

と
い
う
思
い
か
ら
地
元
素
材

　
同
社
は
２
０
０
７
年
、「
元

気
亭
。」と
し
て
創
業
。
以
来
、

地
元
素
材
を
使
っ
た
海
鮮
料

理
、
創
作
料
理
や
ア
カ
モ
ク

商
品
な
ど
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。

　
奥
森
社
長
は
「
後
継
者
を

決
め
て
、
女
性
中
心
に
や
っ

て
い
こ
う
、
と
い
う
中
で
の

法
人
化
で
し
た
。
元
気
亭
。

を
始
め
と
し
た
グ
ル
ー
プ
各

社
を
ま
と
め
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　「
元
気
海
藻
」
や
「
神
の

海
藻
」
と
い
っ
た
ア
カ
モ
ク

商
品
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

地
元
を
中
心
に
少
し
ず
つ
人

気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　「
素
材
を
厳
選
し
て
い
る
の

に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
通
し
て
、
地
元
に

還
元
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
す

奥
森
社
長
で
し
た
。

　
㈱
元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
元
気

亭
。(

☎
44
―
３
５
５
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

創業から14年目の法人化
ー 元気亭ぐるーぷ ー

境港商議所

会会 のの員員 今今 45

　
㈱
元
気
亭
ぐ
る
ー
ぷ

（
大
正
町
、
奥
森
隆
夫
社

長)

は
、
昨
年
11
月
に
組

織
変
更
し
、
株
式
会
社
と

な
り
ま
し
た
。今
回
の「
会

員
の
今
」
は
同
社
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

イ
ネ
ッ
ク
ス 

中
国
営
業
部 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
グ

ル
ー
プ 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

毎月第2水曜日に開催

ー 境港商議所 ー

特許等無料相談会

最
大
持
続
生
産
量
を
解
説

原
一
郎
氏
が
講
演

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）大
使

3



自国でまかなえるエネルギーが、大幅に減っています

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】　事務局：境港商工会議所  相談課内（☎44-1111）／資料提供：中国電力㈱鳥取支社

■日本の一次エネルギー国内供給構成および自給率（％）の推移

新エネ等
水力
原子力
天然ガス
石炭
石油等

（％）100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017（年度）

日本のエネルギー自給率は，国内産の石炭や水力を中心
に活用していた1960年頃には約6割でした。しかし，その
後，エネルギー源が国内産の石炭から海外産の石炭・石油
へと移り変わる過程で，大幅に低下しました。福島第一原
子力発電所の事故を機に，原子力発電が停止し，日本のエ
ネルギー自給率は，原子力を含めた場合でも9.6％まで低
下しています。

（注）エネルギー自給率には原子力を含む。
出典：経済産業省 資源エネルギー庁「エネルギー白書2019」「平成29年度（2017年度）」エネルギー需給実績取りまとめ」をもとに作成

エネルギー
自給率（％）

58.1

15.3
12.6

17.0 20.2 20.3
11.6

6.7 6.6 6.4 7.4 8.2 9.6
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長
時
間
労
働
是
正
の
取
り
組
み
を

上限規制について解説する村口義博相
談員＝境港商工会議所相談室

労
働
基
準
法
に
お
け
る
労
働

時
間
の
定
め

　
労
働
基
準
法
で
は
労
働
時

間
は
原
則
と
し
て
、
１
日
８

時
間
、
１
週
40
時
間
以
内
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
法
定
労
働
時
間
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
休
日
は
原
則
と

し
て
、
毎
週
少
な
く
と
も
１

回
与
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
法
定
休
日

と
い
い
ま
す
。

　
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て

労
働
者
に
時
間
外
労
働
を
さ

　

中
小
企
業
に
対
す
る
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
の
導

入
時
期
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
境
港
商
工
会
議
所
は
毎
月
２

回
、
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取
の
協
力
を
得
て
、

働
き
方
改
革
の
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
相
談
会
の
専

門
相
談
員
・
村
口
義
博
氏(

特
定
社
会
保
険
労
務
士)

に
、
上

限
規
制
に
対
す
る
留
意
点
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

せ
る
場
合
や
法
定
休
日
に
労

働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
労
働

基
準
法
36
条
に
基
づ
く
労
使

協
定
36(
サ
ブ
ロ
ク)

協
定
を

締
結
し
、
労
働
基
準
監
督
署

に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
、
36
協
定
で
定

め
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
告
示

に
よ
っ
て
上
限
の
基
準
が
決

時
間
外
労
働
の
上
限
は
原
則

と
し
て
、
月
45
時
間
・
年
３

６
０
時
間
と
な
り
、
さ
ら
に
、

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
も
上
回
る
こ
と
の

で
き
な
い
上
限
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が

あ
っ
て
労
使
が
合
意
す
る
場

合
、
時
間
外
労
働
の
で
き
る

時
間
は
年
７
２
０
時
間
以
内

と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の

合
計
は
月
１
０
０
時
間
未
満

と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
特
別
条
項
の
有

36 
協
定
締
結
に
当
た
っ
て
留

意
す
べ
き
点

　
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働

は
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

労
使
が
こ
の
こ
と
を
十
分
意

識
し
た
上
で
36
協
定
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
案
の

一
環
と
し
て
２
０
１
９
年
４

月
に
労
働
基
準
法
が
改
正
さ

れ
、
時
間
外
労
働
の
上
限
が

法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
４
月
１
日
か
ら
は
、

中
小
企
業
に
も
施
行
さ
れ
ま

す(

大
企
業
は
２
０
１
９
年

４
月
に
施
行
済
み)

。

　
時
間
外
労
働
に
関
す
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
は
、

原
則
と
し
て
月
45
時
間
、
年

３
６
０
時
間
と
し
、
臨
時
的

な
特
別
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
を
超
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が

あ
っ
て
労
使
が
合
意
す
る
場

合
で
も
▽
年
７
２
０
時
間
以

内
▽
複
数
月
平
均
80
時
間
以

内(

休
日
労
働
を
含
む)

▽
月

１
０
０
時
間
未
満(

休
日
労

働
を
含
む)

―
を
超
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

原
則
で
あ
る
月
45
時
間
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
年

間
６
カ
月
ま
で
で
す
。

③
時
間
外
労
働
を
行
う
場
合

に
は
、
各
事
業
場
の
労
使
で

①
、
②
の
範
囲
内
で
時
間
外

労
働
の
上
限
を
協
定(

36
協

定)

し
、
労
働
基
準
監
督
署

に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
上
限
規
制
に

は
適
用
を
猶
予
・
除
外
す
る

事
業
や
業
務
が
あ
り
ま
す
。

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
米
子

労
働
基
準
監
督
署(

☎
33
―

２
２
３
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
臨
時
的
に
限
度

時
間
を
超
え
て
時
間
外
労
働

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

特
別
な
事
情
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
特
別
条
項
付
き

の
36
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、

限
度
時
間
を
超
え
る
時
間
ま

で
時
間
外
労
働
を
行
わ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
し
た
。

上
限
規
制
の
改
正
で
変
わ
っ

た
内
容

　
今
回
の
改
正
で
、
法
律
上
、

無
に
関
わ
ら
ず
、
１
年
を
通

し
て
常
に
、
時
間
外
労
働
と

休
日
労
働
の
合
計
は
月
１
０

０
時
間
未
満
、
複
数
月
の
平

均
は
80
時
間
以
内
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
時
間
外
労
働
が

45
時
間
以
内
に
収
ま
っ
て
特

別
条
項
が
必
要
の
な
い
場
合

で
も
、
時
間
外
労
働
が
44
時

間
で
、
休
日
労
働
が
56
時
間

と
な
り
、
合
計
が
月
１
０
０

時
間
以
上
で
あ
れ
ば
、
法
律

違
反
に
な
り
ま
す
。

　
使
用
者
は
36
協
定
の
範
囲

で
あ
っ
て
も
労
働
者
に
対
す

る
安
全
配
慮
義
務
を
負
い
ま

す
。
併
せ
て
、
労
働
時
間
が

長
く
な
る
ほ
ど
、
過
労
死
と

の
関
連
性
が
強
ま
る
こ
と
に

留
意
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
臨
時
的
な
特
別
の

事
情
が
な
け
れ
ば
、
限
度
時

間
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
業
務
量
の
大
幅
な
増
加

な
ど
に
伴
い
、
臨
時
的
に
限

度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
場
合
を
で
き

る
限
り
具
体
的
に
定
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　「
業
務
の
都
合
上
必
要
な

場
合
」「
業
務
上
や
む
を
得

な
い
場
合
」
な
ど
、
恒
常
的

な
長
時
間
労
働
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
す
。

　
長
時
間
労
働
の
是
正
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
女

性
や
高
齢
者
の
就
業
率
向
上

も
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
働

き
方
改
革
の
柱
と
し
て
、
ぜ

ひ
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

時間外労働上限規制の留意点
村口義博氏（　　　　 ）に聞く村口義博氏（　　　　 ）に聞く働き方改革サポート

オフィス鳥取・相談員紙上ゼミナー
ル

　
境
港
商
工
会
議
所
は
「
働

き
方
改
革
相
談
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
同
相
談
会
３
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
９
日
㈪ 

午
後

１
時
〜
４
時

相
談
料
　
無
料

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

法定労働時間
1日8時間
週40時間

時間外労働
月45時間
年360時間

法定労働時間
1日8時間
週40時間

1年間＝12カ月

年間6カ月まで

1年間＝12カ月

時間外労働
（原則）
月45時間
年360時間

月残業45時間
＝1日残業2時間程度年間6カ月まで

大臣告示による上限
（行政指導） 法律による上限（原則）

法律による上限（例外）
 ・ 年720時間
 ・ 複数月平均80時間※
 ・ 月100時間未満※
　　　　　※休日労働を含む

法律で時間外労働の上限を定め、
これを超える時間外労働はでき
なくなります。

（現在） （改正後）

月
残
業
80
時
間
＝
１
日
残
業
４
時
間
程
度

上限なし

法律上は、時間外労働の上限が
ありませんでした（行政指導のみ）。

働
き
方
改
革
相
談
会

３
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

４
月
１
日

中
小
企
業
も
導
入
へ
鳥取労働局

4
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境
台
場
公
園
は
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
で
、
毎
年
桜
の

咲
く
時
期
に
桜
ま
つ
り
を
行

い
ま
す
。
桜
ま
つ
り
期
間
中

は
、
ぼ
ん
ぼ
り
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

　
同
桜
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

期
間
　
３
月
27
日
㈮
〜
４
月

漁師秘伝の珍味「鯖塩辛」

中村勝治・境港市長に提言書を手渡す
澤田廉路委員長（左）＝境港市役所

毎年見事な花を咲かせる台場公園の桜

９
日
㈭(

桜
の
開
花
状
況
に

よ
り
変
更
の
場
合
あ
り)

会
場
　
境
台
場
公
園(

境
港

市
花
町
）

内
容
　
▽
桜
の
木
約
２
５
０

本
▽
ぼ
ん
ぼ
り
約
１
０
０
基

設
置
▽
ぼ
ん
ぼ
り
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ(

時
間
＝
午
後
６
時
〜

10
時)

イ
ベ
ン
ト
　
▽
昭
花
ク
ラ
ブ

連
合
会
作
品
展(

境
港
灯
台)

＝
地
元
の
人
の
手
芸
品
や
絵

画
な
ど
の
力
作
が
並
ぶ
作
品

展
。
合
わ
せ
て
、
昭
花
ク
ラ

ブ
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
す

(

桜
ま
つ
り
期
間
中
の
午
前

10
時
〜
午
後
５
時)

▽
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト(

台
場
公
園

特
設
ス
テ
ー
ジ)

＝
踊
り
、

太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
。

た
だ
い
ま
出
演
者
を
募
集
中

(

応
募
期
限
は
３
月
９
日
㈪)

。

な
お
、
ス
テ
ー
ジ
が
空
い
て

い
る
時
は
、
い
つ
で
も
気
軽

に
ス
テ
ー
ジ
を
利
用
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
実
行
委

員
会(

境
港
市
観
光
協
会
内

・
☎
47
―
３
８
８
０)

へ
▽

お
花
見
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー(

場

所
＝
境
港
市
内
桜
の
名
所
各

地)

＝
桜
の
名
所
に
問
題
を

設
置(

ゴ
ー
ル
は
海
と
く
ら

し
の
史
料
館
）。
桜
ま
つ
り

終
了
後
に
抽
選
で
賞
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト(

時
間
＝
桜
ま
つ

り
期
間
中
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時)

▽
第
７
回
「
桜
川

柳
」
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

＝
十
傑
を
含
む
30
作
品
程
度

の
入
賞
作
品
を
会
場
内
に
掲

示(

作
品
募
集
期
間
＝
２
月

１
日
㈯
〜
３
月
２
日
㈪)

▽

　
美
保
関
で
昔
か
ら
保
存
食

と
し
て
食
さ
れ
て
い
た
鯖
の

塩
辛
。
こ
の
郷
土
の
味
を
広

め
た
い
と
考
案
さ
れ
た
の
が
、

そ
の
ま
ま
ズ
バ
リ「
鯖
塩
辛
」

で
す
。

　
も
と
も
と
、
漁
師
料
理
の

一
つ
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た

鯖
の
塩
辛
。
系
列
の
旅
館
の

宿
泊
客
に
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
お
客
様
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
売
店
に
置
く
こ
と

に
。

　
お
土
産
品
と
し
て
も
好
評

を
得
た
こ
と
で
、「
地
元
の

　
鳥
取
県
が
美
保
湾
沿
い
に

整
備
を
進
め
て
い
た
「
白
砂

青
松
の
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
」
が
こ
と
し
３
月

22
日
に
全
線
開
通
し
、
供
用

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

れ
を
受
け
て
同
日
、
夢
み
な

と
公
園(

竹
内
団
地)

で
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
同
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

伝
統
食
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

思
い
が
徐
々
に
深
ま
り
、
近

隣
の
お
店
で
の
販
売
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
製
法
で
一
つ

一
つ
丁
寧
に
手
作
り
す
る
こ

の
塩
辛
は
、
地
元
・
山
陰
で

獲
れ
た
新
鮮
な
サ
バ
を
秘
伝

の
タ
レ
で
半
年
間
じ
っ
く
り

発
酵
熟
成
さ
せ
、
深
い
旨
み

を
凝
縮
。

　
お
酒
や
ご
飯
に
合
う
の
は

も
ち
ろ
ん
、
鍋
や
炒
め
物
の

の
う
ち
、
日
野
川
河
口
か
ら

夜
見
町
ま
で
の
「
皆
生
海
岸

ル
ー
ト
」
が
２
０
１
６
年
９

月
に
、
米
子
市
和
田
町(

池

ノ
尻
川)
か
ら
境
港
市
竹
内

団
地
ま
で
の
「
弓
ヶ
浜
ル
ー

ト
」
が
２
０
１
９
年
６
月
に

供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
中
間
地
点
で
あ
る
米
子

市
夜
見
町
部
分
の
約
２
㌔
㍍

味
付
け
と
し
て
も
、
ま
た
お

茶
漬
け
に
し
た
り
、
大
根
お

ろ
し
に
合
わ
せ
た
り
と
用
途

は
様
々
。
調
味
料
代
わ
り
に

も
な
る
一
品
で
す
。

　
無
添
加･

無
着
色･

無
香
料
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
安
心
安
全
。

「
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
漬
」
も

あ
り
、
洋
食
系
の
料
理
や
お

酒
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　「
鯖
塩
辛
」
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
松
田
十
郎
商
店

(

☎
０
８
５
２
―
７
３
―
０

０
０
１)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

が
完
成
す
る
こ
と
で
全
線
開

通
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
っ
た
後
、
関
係
者
有
志

に
よ
る
走
り
初
め
も
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
完
成
で
、

岩
美
町
か
ら
境
港
ま
で
の
約

１
５
０
㌔
㍍
を
結
ぶ
「
と
っ

と
り
横
断
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル

ー
ト(

仮
称)

」も
併
せ
て
全
線

開
通
と
な
る
こ
と
か
ら
、
鳥

取
県
が
募
集
し
て
い
る
同
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
愛
称

披
露
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
美
し
い
白
砂
青
松
の
弓
ヶ

浜
を
は
じ
め
、
鳥
取
県
の
誇

る
雄
大
な
自
然
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
素
晴
ら
し
い
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
海

外
の
お
客
様
も
含
め
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
鳥
取
県
西
部
総
合

事
務
所
西
部
観
光
商
工
課

(

☎
31
―
９
６
２
９)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
松
田
十
郎
商
店(

美
保
関
町
、

定
秀
陽
介
代
表)

の
「
鯖
塩
辛(

さ
ば
の
し
お
か
ら)

」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

松
田
十
郎
商
店

鯖
塩
辛（
さ
ば
の
し
お
か
ら
）

境台場公園桜まつり境台場公園桜まつり
多彩な催し にぎやかに

3月27日～4月9日

第
６
回
「
桜
の
絵
」
コ
ン
テ

ス
ト
作
品
展
示
＝
小
学
生
以

下
を
対
象
に
、「
桜
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
絵
を
募
集
。
１

次
選
考
を
通
過
し
た
作
品
を

境
港
灯
台
内
に
掲
示
し
、
来

場
者
に
よ
る
投
票
も
実
施
。

（
作
品
募
集
期
間
＝
２
月
１

日
㈯
〜
３
月
９
日
㈪
）

　
同
桜
ま
つ
り
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
実
行
委
員
会(

境

港
市
観
光
協
会
内
、
☎
47
―

３
８
８
０)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
あ
り

方
検
討
委
員
会(

澤
田
廉
路

委
員
長)

は
２
月
20
日
、
提

言
書
を
中
村
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　
同
記
念
館(

本
町)

は
、
開

館
か
ら
16
年
が
経
過
し
、
建

物
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
今
後
同
記
念
館
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
委

員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
昨

年
９
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
４

回
の
会
合
を
開
催
し
、
検
討

を
行
っ
た
上
で
提
言
書
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　
同
記
念
館
は
、
こ
れ
ま
で

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
今
後
も
水

木
作
品
に
関
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
あ
る
と
と
も
に
、
観

光
な
ど
の
拠
点
と
な
る
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
提
言
書

で
は
、そ
の
整
備
方
法
は「
解

体
新
築
」
ま
た
は
「
移
転
新

築
」
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
こ
れ
を
具
現
化

し
て
い
く
た
め
に
市
民
と
行

政
な
ど
の
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
や
官
民
連
携
事
業
の

導
入
、
移
転
新
築
す
る
場
合

の
跡
地
利
用
の
検
討
の
必
要

性
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
は
次
年
度
も

具
体
的
な
整
備
の
内
容
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
会
合

を
開
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

白
砂
青
松

の
弓
ヶ
浜

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

全
線
開
通
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

水
木
し
げ
る

記

　念

　館

建
て
替
え
を
市
に
提
言

あ
り
方
検
討
委

5



㈲森脇自動車
〒684－0062  鳥取県境港市蓮池町67番地1
TEL0859-44-0665  http://eco‾moriwaki.com/

人と車にやさしいメンテナンス
中国運輸局長指定民間車検工場

賢いマイカープランはじめました
新車・中古車・車検・鈑金塗装
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境
港
商
工
会
議
所
は
こ
の

た
び
、
境
港
市
在
住
の
画
家

・
角
勝
子(
す
み
・
か
つ
こ)

さ
ん
か
ら
絵
画
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
80
号(
タ
テ
１

４
５
・
５
㌢
㍍ 

、
ヨ
コ
１

１
２
・
１
㌢
㍍)

の
大
作
で
、

当
商
工
会
議
所
の
１
階
サ
ロ

ン
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
同
絵
画
の
タ
イ
ト
ル
は「
ア

ト
リ
エ
」。油
彩
で
、角
さ
ん

自
身
の
ア
ト
リ
エ
を
背
景
に
、

モ
デ
ル
の
女
性
を
描
い
た
も

の
で
す
。
バ
ッ
ク
に
は
、
外

国
で
知
り
合
っ
た
女
性
の
絵

画
も
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
角
さ
ん
は
、
境
港
市
出
身

の
画
家
・
小
灘
一
紀
氏
の
す

す
め
で
理
事
長
を
務
め
る
日

洋
会
に
入
会
。
以
来
、
小
灘

氏
に
師
事
し
、
制
作
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
生
物
や

人
物
を
色
彩
豊
か
に
表
現
し

た
作
品
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
鳥
取
県
美
術
家
協
会
や
彩

港
会
の
会
員
で
も
あ
り
、
現

在
は
境
港
市
美
術
展
覧
会
審

査
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
角
さ
ん
は
、「
境
港
商
工

会
議
所
が
さ
ら
に
華
や
か
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
、

自
分
の
描
い
た
絵
の
中
で
も

に
ぎ
や
か
な
絵
を
寄
贈
し
ま

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

妖怪の仮装で水木ロードを歩く参加者の皆さん　Ⓒ水木プロ

商
議
所
に
80
号
の
大
作
寄
贈

境
港
市
在
住
の
画
家 

角
勝
子
さ
ん
境港商議所

　
最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
携
帯
音

楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
備

え
た
通
信
機
器
が
普
及
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
子
ど

も
に
安
全
に
利
用
さ
せ
る
た

め
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

を
設
定
す
る
だ
け
で
は
十
分

と
い
え
な
い
状
況
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
、
性
犯

罪
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

サ
イ
ト
に
不
適
切
な
書
き
込

み
を
し
て
、
少
年
ら
が
加
害

者
に
な
る
事
件
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
関
係
す
る
非
行
や

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル(

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ

て
保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
を
適
切
に
管
理
す

る
こ
と)

が
必
要
で
す
。

　
お
子
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
正
し
く
利
用
す
る
た

め
に
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
状
況
を
把
握
す
る
▽
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

時
間
や
場
所
の
ル
ー
ル
を
決

め
る
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

保
護
者
が
同
意
し
た
ア
プ
リ
、

ソ
フ
ト
に
限
っ
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
▽
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
利
用
し
て
、
有
害

情
報
の
閲
覧
を
防
止
す
る
―

と
い
っ
た
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

適
切
な
対
応
で
被
害
防
止
を
境港警察署

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時30分から３時30分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎22－3570）

３月の相談日

3月 5 日㈭ 産 業 医

3月12日㈭ 産 業 医

3月19日㈭ 産 業 医

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水木ロードで妖怪仮装大行進もードで妖怪仮装大行進も水木木ローードドでで妖怪怪仮

生誕98年祝う水木しげる
先　　　　　生

3月
7・8日

　
２
０
１
５(

平
成
27)

年

11
月
30
日
に
逝
去
さ
れ
た
水

木
し
げ
る
先
生
の
誕
生
日
を

祝
う
催
し
「
水
木
し
げ
る
生

誕
祭
」
が
こ
と
し
も
３
月
７

日
㈯
・
８
日
㈰
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
７
日
は
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
で
、
水
木
マ
ン
ガ
に
登
場

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装

し
た
参
加
者
の
「
妖
怪
仮
装

大
行
進
」、８
日
は
米
子
市
公

会
堂(

米
子
市
角
盤
町)

で
、

現
在
放
送
中
の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
第
６

期
に
出
演
し
て
い
る
声
優
ら

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
存
命
で
あ
れ
ば
、
こ
と

し
の
３
月
８
日
に
98
歳
を
迎

え
る
水
木
し
げ
る
先
生
の
生

誕
を
祝
う
た
め
、
地
元
関
係

者
や
全
国
各
地
か
ら
フ
ァ
ン

が
集
ま
り
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
の

「
妖
怪
仮
装
大
行
進
」
は
、

７
日
の
夕
方
４
時
か
ら
し
お

さ
い
会
館(

大
正
町)
で
受

付
を
開
始
し
、
４
時
45
分
か

ら
仮
装
を
し
た
参
加
者
の
パ

レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
同
ロ

ー
ド
を
水
木
し
げ
る
記
念
館

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た

こ
の
日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
初
め
て
と
な
る
春
季
限
定

の
影
絵
も
お
披
露
目
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
８
日
の
米
子
市
公
会
堂
で

の
催
し
は
、
午
後
２
時
30
分

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
活
動
弁
士

・
坂
本
頼
光
さ
ん
の
活
弁「
水

木
し
げ
る
と
戦
後
の
日
本
」

や
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
」
第
６
期
に
出
演

す
る
声
優
ら
を
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ

ー「
ゲ
ゲ
ゲ
談
義
２
０
２
０
」

も
開
催
。

　
過
去
に
鬼
太
郎
の
声
を
演

じ
、
現
在
放
送
中
の
ア
ニ
メ

で
は
目
玉
お
や
じ
を
演
じ
る

声
優
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
野
沢

雅
子
さ
ん
や
ね
ず
み
男
を
演

じ
る
古
川
登
志
夫
さ
ん
、
鬼

太
郎
役
の
沢
城
み
ゆ
き
さ
ん
、

ね
こ
娘
役
の
庄
司
宇
芽
香
さ

ん
、
犬
山
ま
な
役
の
藤
井
ゆ

き
よ
さ
ん
が
登
場
し
ま
す

(

事
前
申
し
込
み
必
要
。
応

募
締
め
切
り
済
み)

。

　
妖
怪
仮
装
大
行
進
の
当
日

は
、
水
木
し
げ
る
先
生
の
お

祝
い
を
し
て
、
夜
の
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

　
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大

漁
祭
実
行
委
員
会
は
、
３
月

21
日
・
22
日
に
開
催
予
定
だ

っ
た
同
大
漁
祭
の
中
止
を
決

定
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
来
場
者
や
出

店
関
係
者
の
健
康
へ
の
影
響

な
ど
を
考
慮
し
た
た
め
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局(

☎
47
―
０
５
２
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄贈した絵画と角勝子さん＝境港商工会
議所 1階 サロン

協会けんぽ鳥取支部加入者の皆さまへ

2020年3月分（4月納付分）からの
協会けんぽの保険料率について

お知らせします

健康保険料率2020年2月分
（3月納付分）まで

10.00%

鳥取支部の健康保険料率は変更となります。
介護保険料率（全国一律）も変更となります。
皆さまのご理解をお願いします。
※40歳から64歳までの人（介護保険第2号被保険者）
　は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が3月1日分から変更後の
　保険料率が適用されます。

【問い合わせ先】
協会けんぽ鳥取支部 企画総務グループ

☎0857-25-0051

2020年3月分
（4月納付分）から

9.99%
介護保険料率2020年2月分

（3月納付分）まで

1.73%

2020年3月分
（4月納付分）から

1.79%

中
止
を
決
定

中
止
を
決
定

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など

鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
境
港
青
年
会
議
所
は
、
４

月
に
次
世
代
交
流
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
当
会
は
本
年
度
、「
真
剣

　
当
会
は
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
設
営
で
、
成
功
祈

願
祭
及
び
２
０
２
０
年
度

１
月
例
会
並
び
に
新
年
祝

賀
会
を
１
月
11
日
に
行
い

ま
し
た
。

　
成
功
祈
願
祭
は
、
妖
怪

の
パ
ワ
ー
を
も
ら
う

た
め
に
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
に
あ
る
妖

怪
神
社(

大
正
町)

で

行
い
、
次
に
１
月
例

会
を
し
お
さ
い
会
館

(

大
正
町)

で
開
催
。

野
々
村
崇
理
事
長
の

所
信
を
聞
い
て
、
こ

と
し
一
年
間
の
方
向

性
を
会
員
一
同
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
境
港
青
年
会
議
所

は
、
本
年
度
ス
ロ
ー

勝
負
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
事
業
一
つ
一
つ
に
真
剣

に
取
り
組
み
、
目
標
を
決
め

た
ら
そ
の
目
標
に
向
け
て
突

き
進
む
こ
と
を
活
動
の
指
針

に
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
開
催
を
予
定
し

て
い
る
次
世
代
交
流
会
で
は
、

地
域
の
若
者
と
青
年
会
議
所

会
員
に
「
学
び
」
と
「
交
流
」

ガ
ン
と
し
て
「『
真
剣
勝
負
』

〜
明
日(

み
ら
い)

へ
向
か
っ

て
全
突
張
〜
」
を
掲
げ
、
こ

の
地
域
の
明
る
く
豊
か
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
目
標

に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い

き
ま
す
。

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
当
日

は
、
学
び
を
得
な
が
ら
楽
し

く
交
流
し
、
参
加
者
の
企
業

同
士
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
程
や
場
所
な
ど
、
詳
細

は
今
後
、
境
港
青
年
会
議
所

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
例
会
終
了
後
は
、
新
年
祝

賀
会
を
実
施
。
海
月
丸(

相

生
町)

に
場
所
を
移
し
て
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ
と
し

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
「
書

初
め
！
『
色
紙
に
向
か
っ
て

全
突
張
！
』」
で
し
た
。
全

会
員
が
こ
と
し
の
思
い
を
一

文
字
に
表
し
て
書
き
ま
し
た
。

一
年
間
、
初
心
を
忘
れ
ず
に

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

４
月
に
次
世
代
交
流
会

会
員
拡
大
委
員
長 

岡
空 

聡

事業ＰＲ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ご
あ
い
さ
つ

新
入
会
員

１
月
例
会・新
年
祝
賀
会

妖
怪
神
社
で
成
功
祈
願
祭
も

OB会員とともにことしの活躍を誓う当会メンバー

妖怪神社でパワーをもらった成功祈願祭　©水木プロ

　
こ
の
た
び
、
境
港
青
年
会
議
所
に
新
入
会
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

野
口
浩
二(

の
ぐ
ち
・
こ
う
じ)

  

日
本
イ
ン
テ
ラ
イ
ツ
㈱

　   

（
西
伯
郡
南
部
町
鶴
田
）

 

津
森
祐
樹(

つ
も
り
・
ゆ
う
き)

  

病
院
勤
務
・
境
港
市
在
住

　
当
会
は
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆

様
を
招
い
て
、
２
月
11
日
に

Ｏ
Ｂ
合
同
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
が
境
港
青
年
会

議
所
の
創
立
記
念
日
の
た
め
、

毎
年
２
月
例
会
を
Ｏ
Ｂ
合
同

例
会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
こ
と
し
は
、
美
保
関
の
地

(

美
保
館)

で
開
催
。
川
口

利
之
・
Ｏ
Ｂ
会
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
例
会
は
、
緊

張
感
の
中
に
も
笑
い
の
あ
る

境
港
青
年
会
議
所
ら
し
い
会

合
で
し
た
。

　
例
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

現
役
会
員
と
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆

様
の
間
で
活
発
な
交
流
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
新
入
会
員
の
メ
ン
バ

ー
は
、
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
ち
な
ん
で
、「
こ
と
し

全
突
張
し
た
い
こ
と
」
を
Ｏ

Ｂ
会
員
の
皆
様
の
前
で
発
表
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
意
気
込

み
を
し
っ
か
り
と
表
明
す
る

な
ど
、
実
り
の
多
い
懇
親
会

で
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
常
に
地
域
と

時
代
に
即
し
た
事
業
活
動
を
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
と
情

熱
を
持
っ
て
実
行
し
て
き
ま

し
た
。
境
港
青
年
会
議
所
の

会
員
と
な
っ
て
、
私
た
ち
と

一
緒
に
こ
の
よ
う
な
事
業
を

企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
メ
ン
バ
ー
一
同
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
、
▽
年
齢
が

満
20
歳
以
上
で
38
歳
以
下
の

人
▽
境
港
市
内
及
び
近
郊
に

在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
▽
境
港
青
年
会
議
所
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
人
―
で
す
。

　
ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
境

港
青
年
会
議
所
事
務
局(

☎

44
―
２
７
０
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
社
は
、「
オ
タ
ク
の
た

め
に
、
ク
ス
ッ
と
笑
う
、
ロ

ー
カ
ル
ネ
タ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
特
許
権
、
著
作
権
、
商

標
権
、
意
匠
権
な
ど
の
知
的

財
産
権
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
地
域
づ
く
り
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
私
は
来
年
卒
業
の
年
齢
と

な
る
た
め
、
こ
と
し
が
青
年

会
議
所
で
活
動
す
る
最
初
で

最
後
の
年
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
短
い
期
間
で
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
多
く
を

学
び
、
気
づ
い
た
こ
と
を
す

ぐ
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
濃
い
一
年
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
一
月
、
境
港
青
年

会
議
所
に
入
会
し
ま
し
た
。

私
は
普
段
、
松
江
の
病
院
で

事
務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
新
居
を
構
え
た
こ

と
で
境
港
市
に
住
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
ゲ
タ
飛

ば
し
大
会
を
き
っ
か
け
に
境

港
青
年
会
議
所
に
興
味
を
持

ち
、
自
分
も
何
か
や
っ
て
み

た
い
と
思
い
、
境
港
青
年
会

議
所
へ
の
入
会
を
決
意
し
ま

し
た
。

　
境
港
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
熱
意
を
持
っ
て
何
事
に

も
取
り
組
み
、
地
域
貢
献
が

で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
境
港
を
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

先輩諸氏と親交深める
OB合同例会・懇親会を開催

新入会員は意気込み表明も

 

一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
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境
港
市
の
運
行
す
る
「
は

ま
ル
ー
プ
バ
ス
」
が
市
の
観

光
振
興
に
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
10
月
に
は
、
観
光

客
も
購
入
で
き
る
一
日
乗
車

券
を
活
用
し
て
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
や
夢
み
な
と
タ
ワ

正解と当選者

●お申込み・お問合せ先●
　米子空港サービス株式会社　TEL：0859-45-6131　営業担当まで

米子空港内の求人も随時募集しています！  詳しくは下記のURLをご覧下さい。
https://www.yonago-air.com/2019/12/03/8112

先●先●

山陰の空の玄関口であり、年間利用客数60万人を超える米子鬼太郎空港。
商品ＰＲや会社ＰＲ、企業のイメージアップにぜひ広告をご活用ください！
電照広告、ポスター、
デジタルサイネージなど、
ご用意しています。 皆様にメッセージ発

信の

機会をご提供いたし
ます♪

ー
な
ど
の
観
光
地
は
も
と
よ

り
、
市
内
全
域
を
周
遊
す
る

試
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
季
期
間
中
に
行
わ
れ
た
水

木
ロ
ー
ド
の
土
曜
夜
市
に
合

わ
せ
た
夜
間
臨
時
便
も
運
行

し
て
い
ま
す
。
同
ロ
ー
ド
で

あ
っ
た
12
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
ク
リ
ス
マ
ス
２

０
１
９
」
で
は
、
体
験
乗
車

(

展
示)

も
実
施
し
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
山
田
や
鬼
太

郎
必
殺
技
な
ど
、
鮮
や
か
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
同
バ
ス

の
活
躍
が
今
後
、
期
待
で
き

そ
う
で
す
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

3
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時

　
３
月
７
日
㈯
・
８
日

㈰場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー

ル時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
２

時料
金

　
無
料

 

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典

期
間
　
３
月
20
日
㈮
〜
５
月

10
日
㈰(

４
月
６
日
㈪
〜
４

月
24
日
㈮
は
土
・
日
曜
日
の

み
開
催)

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
５

時(

最
終
入
場
時
間
＝
午
後

４
時
30
分)

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー

ル料
金
　
▽
子
ど
も(

３
歳
以

上)

＝
６
０
０
円(

当
日
券

＝
８
０
０
円)

▽
一
般(

高

校
生
以
上)

＝
７
０
０
円

(

当
日
券
＝
９
０
０
円)

　「
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の

事
典
」
開
催
期
間
中
の
土
・

日
曜
日
と
祝
日
は
、
夢
み
な

と
工
房(

午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時)

も
同
時
開
催
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

☎
47
―

３
８
０
０)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
高
級
魚
と
し
て
知
ら
れ
る

魚
、
ノ
ド
グ
ロ
。
さ
て
、
ノ

ド
グ
ロ
の
正
式
名
称
は
何
で

し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

正
解
は
③
の
「
ア
カ
ム
ツ
」

で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
小
徳

澄
美(

誠
道
町)

▽
窪
川
浩
由

(

高
松
町)

▽
足
立
秀
二(

中

野
町)

▽
高
梨
加
奈
子(

外
江

町)

▽
今
井
尚
美(

新
屋
町
）

賞
品

　「
の
ど
ぐ
ろ
姿
煮（
２

０
０
㌘)

」
２
パ
ッ
ク

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
ウ
チ
ダ
フ

ー
ズ(

境
港
市
昭
和
町)

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

松田十郎商店(松江市美保関町)で製造販売し
ている「鯖塩辛」は無添加･無着色･○○○です。
〇〇○に入る言葉は、次のどれでしょう。（ヒ
ントは５ページ）

① 無限大
② 無香料
③ 感無量

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒684-8686 境港市上道町3002
 境港商工会議所 クイズ係

宛先

3月9日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー  松田十郎商店(松江市美保関町)

賞品  「鯖塩辛（ノーマル＆オリーブオイル漬）２個セット」
　　　　　　　　3名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者  荒岡優(あらおか・まさる)

所 在 地 境港市竹内町769

T E L 0859-45-0734

営業時間 9：00～18：00

休 業 日 日曜日・祝日

事業内容 電化製品販売・修理

ファミリーマート

郵便局

竹内町会館

●●

●●

●●

北

相談スペースで商品を提案

あなたの街のでんきやさん

○創業のきっかけ？…境港市本町の電器店で11年間勤務し
技術を学びました。当時は地方の放送局がなく、テレビ

のない時代でラジオが全盛期でした。真空管式「5球スー

パーラジオ」の製造方法を教わり、自作販売していまし

た。その後、テレビや便利な家電製品が普及するのに、

自宅のある竹内町に電器店が無かったことから、1968(

昭和43)年に夫婦でメーカー特約電器店(当時の全国的な

通称は、パパママ電器店)として開業しました。現在は、

長男と事務員さんと一緒に頑張っています。

○おすすめポイントは？…「街のでんきやさん」として、お
客様の近くで、きめ細やかでスピーディーな対応を心が

けています。皆さんの自宅の間取りや家族構成などに応

じ、最適な商品を提案します。

○お客様は？…地元の皆さんをはじめ、弓ヶ浜半島から大
山町に至るまで、広範囲のお客様にお世話になっていま

す。また、官公庁や企業向けの製品にも対応しています。

○今後の事業展開（展望）？…少子高齢化が進み、高齢の一
人暮らしで困っておられる人も増えてきました。今後も、

各家庭の電気係のように訪問し、対応していきたいです。

また、地域イベントでの音響機器の設置や映像撮影をさ

せていただくこともあります。今後も地域に貢献できる

よう努力していきたいです。

○一言PR！…ことし、創業51周年を迎えました。電化製
品のことなら何でも聞いてください。快適な暮らしをサ

ポートします！ 皆さんのご来店をお待ちしています。

ペ
ン
を
置
い
て


